
　
任
期
満
了
に
伴
う
兵
庫
県
議
会

議
員
選
挙
が
４
月
７
日
（日）
に
、
播

磨
町
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
21
日

（日）
に
執
行
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切

な
選
挙
で
す
。
そ
ろ
っ
て
投
票
し

ま
し
ょ
う
。

播
磨
町
議
会
議
員
選
挙
の

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
播
磨
町
議
会
議
員
選
挙
の
立
候

補
予
定
者
説
明
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
19
日
（火）

午
後
２
時

▼
場
所
　
役
場
第
１
庁
舎
　
３
階

Ｂ
Ｃ
会
議
室

※

な
お
、
会
場
の
都
合
上
、
１
人

の
候
補
者
に
つ
き
出
席
者
は
合
計

３
人
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

投
票
立
会
人
の
募
集

　
兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
・
播
磨

町
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
立
会
人

を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
業
務
内
容
　
各
投
票
所
に
お
い

て
、
投
票
が
正
し
く
公
正
に
行
わ

れ
て
い
る
か
を
立
ち
会
っ
て
い
た

だ
き
ま
す

▼
応
募
資
格
　
町
内
に
居
住
し
、

播
磨
町
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
の

播
磨
町
選
挙
管
理
委
員
会

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
・
播
磨
町
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す

▼
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
総
務
グ
ル
ー
プ
内
）
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５
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５
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９
８
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メ
ー
ル
　soum

u@
tow
n.harim

a.lg.jp

あ
る
有
権
者

▼
立
会
日
時
　
選
挙
執
行
日
（
兵

庫
県
議
会
議
員
選
挙
は
４
月
７
日

（日）
、
播
磨
町
議
会
議
員
選
挙
は
４

月
21
日
（日）
）
の
午
前
６
時
45
分
〜

午
後
８
時
15
分

▼
立
会
場
所
　
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
投
票
所

▼
募
集
人
数
　
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙

で
各
投
票
所
２
人
ず
つ
、
合
計
26

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
ま
す
）

▼
報
酬
額
　
１
万
１
千
円
（
所
得

税
を
源
泉
徴
収
し
ま
す
）

▼
応
募
方
法
１
（
書
面
で
の
応
募
）

　
指
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
２
月
25
日
（月）
ま
で

に
持
参
、
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募

し
て
く
だ
さ
い
（
受
け
付
け
は
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
）。

（
申
込
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、

役
場
総
務
グ
ル
ー
プ
窓
口
、
各
コ

ミ
セ
ン
、
土
山
駅
南
交
流
ス
ペ
ー

ス
（
き
っ
ず
な
ホ
ー
ル
）
で
も
配

布
し
て
い
ま
す
）

▼
応
募
方
法
２
（
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

応
募
）
　
メ
ー
ル
の
件
名
を
「
投

票
立
会
人
応
募
」
と
し
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し

た
申
込
書
に
必
要
事
項
を
入
力
の

う
え
、
２
月
25
日
（月）
ま
で
に
Ｅ
メ

ー
ル
に
添
付
し
て
送
信
し
て
く
だ

さ
い

▼
応
募
先
　
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
総
務
グ
ル
ー
プ
内
）

　
０
７
９
（
４
３
５
）
３
３
９
８

Ｅ
メ
ー
ル

soum
u@
tow
n.harim

a.lg.jp
※

兵
庫
県
議
会
議
員
選
挙
と
播
磨

町
議
会
議
員
選
挙
は
そ
れ
ぞ
れ
別

の
申
込
書
で
す
。
選
挙
種
別
に
お

間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
確
認
く
だ

さ
い
。
な
お
、
以
前
の
選
挙
で
投

票
立
会
人
に
応
募
さ
れ
た
際
に
継

続
登
録
を
希
望
さ
れ
て
い
る
人
は
、

提
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
播
磨
町
の
下
水
道
人
口
普
及
率

（※

注
）
は
、
97
・
83
％
（
平
成
30

年
４
月
１
日
現
在
）
に
な
り
ま
し

た
。

　
下
水
道
法
で
は
、
接
続
が
可
能

と
な
っ
た
地
域
の
お
宅
に
つ
い
て
、

く
み
取
り
便
所
の
場
合
は
「
３
年

以
内
」
、
浄
化
槽
の
場
合
は
「
す

み
や
か
に
」
下
水
道
に
接
続
し
て

い
た
だ
く
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
だ
下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い

な
い
人
は
、
下
水
道
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
早
め
の
接
続
工
事

の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

注
　
下
水
道
人
口
普
及
率
　
下

水
道
を
利
用
で
き
る
区
域
の
人
口

／
総
人
口×

１
０
０

排
水
設
備
工
事
に
つ
い
て

　
排
水
設
備
工
事
は
、
播
磨
町
上

下
水
道
グ
ル
ー
プ
が
指
定
し
た

「
指
定
工
事
店
」
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

▼
問
合
せ
　
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
７
３

播
磨
町
の
下
水
道
人
口
普
及
率
は
、
97
・
83
％

　
ト
イ
レ
の
水
洗
化
な
ど
の
排
水

設
備
工
事
は
、
定
め
ら
れ
た
技
術

基
準
に
基
づ
い
て
適
切
に
行
わ
な

い
と
、
故
障
や
公
共
下
水
道
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。

　
工
事
を
依
頼
す
る
際
は
、
必
ず

「
指
定
工
事
店
」
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　
「
指
定
工
事
店
一
覧
」
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
で
ご
確
認
い
た
だ
け

ま
す
。

改
造
資
金
の
助
成

　
排
水
設
備
工
事
に
対
し
、
融
資

あ
っ
せ
ん
及
び
利
子
補
給
制
度
・

助
成
金
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

快
適
な
下
水
道
の
使
用
の

た
め
に

　
下
水
道
は
、
家
庭
か
ら
の
汚
水

を
そ
の
ま
ま
流
す
こ
と
の
で
き
る

大
変
便
利
な
施
設
で
す
が
、
ル
ー

ル
を
守
ら
な
け
れ
ば
排
水
管
や
下

水
道
管
を
詰
ま
ら
せ
て
し
ま
っ
た

り
、
壊
し
て
し
ま
っ
た
り
し
ま
す
。

　
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
大
切
に

使
い
ま
し
ょ
う
。

台
所
で
は…

　
残
飯
、
野
菜
く
ず
、
油
な
ど
を

流
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
熱
湯
を
流
す
と
排
水
管

故
障
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、

冷
ま
し
て
か
ら
流
し
ま
し
ょ
う
。

ト
イ
レ
や
お
風
呂
で
も…

　
ト
イ
レ
に
紙
お
む
つ
や
水
に
溶

け
に
く
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー

な
ど
を
流
す
こ
と
は
絶
対
に
や
め

ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
お
風
呂
や
洗
面
所
で
髪

の
毛
や
石
け
ん
な
ど
の
固
形
物
を

流
さ
な
い
よ
う
に
、
排
水
口
に
ネ

ッ
ト
を
取
り
付
け
、
た
ま
っ
た
ゴ

ミ
は
こ
ま
め
に
取
り
除
き
ま
し
ょ

う
。

排
水
管
の
近
く
に
樹
を
植
え
な
い

で　
排
水
管
の
近
く
に
樹
を
植
え
る

と
、
排
水
管
の
小
さ
な
隙
間
か
ら

木
の
根
が
侵
入
し
、
排
水
管
の
詰

ま
り
や
破
損
の
原
因
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ペ
ッ
ト
の
ト
イ
レ
の
砂
は…

　
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
用
の
ト
イ
レ

の
砂
の
中
に
は
、
ト
イ
レ
に
流
せ

る
商
品
が
市
販
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
上
の
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

大
量
に
流
す
と
、
ご
自
宅
内
の
排

水
管
が
詰
ま
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
。

　
水
洗
ト
イ
レ
も
、
節
水
型
な
ど

構
造
に
よ
り
流
せ
る
量
に
違
い
が

あ
る
た
め
、
一
度
に
大
量
に
流
さ

な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
可
燃
性
の
ト
イ
レ
の
砂

で
あ
れ
ば
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し

て
処
理
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で

き
ま
す
の
で
、
各
商
品
の
注
意
事

項
に
従
っ
て
、
処
分
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

兵庫県議会議員選挙
４月７日（日）

播磨町議会議員選挙
４月21日（日）

火の用心　いのちを守る７つのポイント
▶問合せ　危機管理グループ☎０７９（４３５）０９９１

消防団員募集中 ▶問合せ　危機管理グループ☎０７９（４３５）０９９１

　空気が乾燥し、火災が発生しや
すくなる時期を迎え、火災の発生
を防止し、被害を最小限にするた
めに７つのポイントに気を付けて
ください。

　消防団は、普段職業を持ちながら「自分たちのまちは自分たちで守る」と
いう精神に基づき、地域の安全・安心を守るために活動する消防組織のひと
つです。播磨町の消防団員は、現在12分団333人（内女性分団員19人）で、
火災発生時の消火活動、地震や風水害の災害発生時の救助・救出活動などに
従事し、地域住民の生命・財産を守るために活躍しています。
　また、災害発生時だけでなく、平常時においても訓練・防災・防火に対す
る啓発活動を行い、防災力の向上に貢献しています。
　播磨町消防団では、このような地域安全の「縁の下の力持ち」としての消
防団員を募集しています。年齢が18歳以上50歳未満で、町内に居住してい
る人であれば居住している地域の分団に入団できます。

○寝たばこは、絶対やめる
○ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する
○ガスこんろなどのそばを離れる時は、必ず火を消す
○逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する
○寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する
○火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器などを設置する
○高齢者などを被害から守るために、隣近所の協力体制をつくる

▲下水道管に詰まっていたペット用トイレの砂

▲消防団出初式
（平成30年１月撮影）
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